
� 問題と目的

１．発達障害児の増加と出生

現在、教育や医療の現場では、発達障害

のある子どもが増加している。教育現場の

実態調査からは、発達障害のある子どもが

１９９６年頃から増加している。このような増

加の原因として、発達障害には「連続性」

があるという見方に伴う診断基準の変化、

発達障害の知識が普及したことに伴う社会

的な受容の拡大、そして低出生体重児の増

加にみられる胎児環境の変化などが指摘さ

れている（坂爪、２００９）。また、出生前診

断の立場からは、全妊娠の５％は重篤な遺

伝性疾患や先天奇形、機能障害を有する子

どもの誕生につながり、妊婦の誰もが遺伝

性疾患や染色体異常をもつ子どもを出産す

る可能性があり、障害や病気をもつ子ども

の出生は、特別なことではなく、むしろ自

然の営みのひとつと捉えることができる。

しかし、検査で胎児に異常があるといわれ

たほとんどの母親が予想外の出来事として

の衝撃を受ける。母親は、胎児の障害が明

らかになることによって、１、胎児の状態

を可視的に確認できない ２、母子間の相

互交渉の困難さ ３、親自身の人生が社会

的にノーマティブでなくなるといった課題

がみられる（村上、２００３）。また、母親が

羊水検査を受けることを選択した理由に

は、子どもに異常があるのではないかとい

う不安や障害のある子どもを育てることの

大変さ、障害のある子どもが生きていくこ

との大変さなどがあげられる（横尾、
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要 約

本研究では、女子大生の発達障害児子育て不安を明らかにするため、女子大生１５名を調

査協力者とし、質問紙と半構造化面接による調査を行った。半構造化面接で得られた結果

は、KJ法的分析によってその概要を明らかにした。調査協力者が抱いていた不安は、�母
親である自分自身への不安、�周囲に対する不安であったことが示された。また、発達障
害児の子育て不安についての半構造化面接を受けることによって、調査協力者は発達障害

児を育てることに対する意識の変化が見受けられた。
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２００２）。そこで、発達障害児が出生したと

き親は心理過程を経験するのであろうか。

２．発達障害児を育てる親の心理過程

これから、発達障害児をもつ親の心理過

程について述べていく。まず障害告知を受

けた親の心理として、Drotar（１９７５）の

「段解説」とOlshansky（１９６２）の「慢性

的悲哀」があげられる。「段解説」は、シ

ョック、否定、悲しみと怒り、適応、再起

という性質の異なる５つの心の状態が少し

ずつ重なり合いながら、段階的に変化して

いくことである。「慢性的悲哀」とは、親

は子どもの障害を絶え間なく悲しみ続けて

いるという状態であり、Olshanskyはこの

慢性的悲哀は多くの親の生じる自然な考え

であると述べている。しかしながら、専門

家はあまりそれに気づいておらず、この自

然な感情を表明することを妨げている。中

田（１９９５）は、自閉症群や精神遅滞群につ

いて、親は子どもの発達につれて生じる

様々な出来事に遭遇するたびに、否定と肯

定の入り混じった感情を経験する「螺旋形

モデル」を提案している。

３．発達障害児を育てる母親のストレスと

不安

発達障害を抱える子どもを育てる母親は

さまざまな不安や困難を経験すると考えら

れる。広汎性発達障害児を持つ母親のスト

レスは、慢性疾患児や運動発達障害児を持

つ母親と比較すると精神的ストレスが高

い。その理由は、障害が表面的にはわかり

にくいことから、母親が周囲や社会から精

神的に孤立することが第一に挙げられてい

る（芳賀、２００６）。また、高機能広汎性発

達障害児は一見言語的なコミュニケーショ

ンが可能であるため、周囲の人間のみなら

ず母親自身も子育てがうまくいかないとき

に、障害自体ではなく自分を責めやすく、

より抑うつ的になる恐れがある（鈴村、

２０１２）。だが、子どもの問題行動が改善し

ても不適切な夫婦・家族関係、義父母との

協力関係の欠如、低い社会支援であると母

親のストレスは解決しない（鈴村、

２０１２）。また、母親の夫への育児に関する

信頼感や母親自身の趣味に肥やす時間、家

族以外の育児相談相手と話す機会などが母

親の育児不安と関連している（伊藤、

２０００）。

これらの研究から、発達障害を抱える子

どもを育てる母親の不安は多様であること

が分かり、加えて周囲とのかかわりのなか

で変化すると考えられる。一方出産する前

の母親は、障害受容に関わる不安が見受け

られるということが示唆される。子育て時

の不安と妊娠時の不安は研究されていて

も、それ以前の結婚や妊娠をする前の青年

期後期に発達障害児を育てることに対して

の不安はほとんど研究されておらず、また

母親になってからの不安やストレスを測る

尺度は存在しても、それ以前の不安の測定

もほとんどされていない現状である。

４．本研究の目的と意義

本研究の目的は、女子大学生の発達障害

児子育て不安を明確にすることである。

この研究の意義は、現在子育てをしてい

る母親の障害受容の支援に活かすことと、

また発達障害児を育てる母親への理解やこ

れからの予防的・開発的な支援を明らかに

することである。

� 方法

１．調査協力者
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女子大生１５名（平均年齢＝２０．０６歳）

２．調査日時と場所

X年Y月 私立大学内の教室

３．調査手続き

（１） 質問紙への記入

�フェイスシート、�子どもへの好意、
�育児への肯定感情、�発達障害児を育て
る自信、�発達障害についての知識、�発
達障害児子育て不安の有無、�自由記述、
の７項目について記入を求めた。

（２） 半構造化面接

�発達障害児に対するイメージ、�発達
障害児とかかわった経験、初等・中等教育

で発達障害児とのかかわり、�将来発達障
害児の母親になったらその子をどのように

育てたいか、�子育てについての希望、�
感想を聴いた。なお調査時間は２０～３０分で

あった

４．分析方法

（１） 質問紙の分析

それぞれの項目を集計し、平均を算出し

た。

（２） 半構造化面接の分析

面接の逐語記録を作り、KJ法的分析を

行った。

� 結果

１．質問紙

質問項目は、�子どもへの好意�育児へ
の肯定的態度�発達障害児への子育て自信
�発達障害の知識�発達障害児子育て不安
とした。結果は、育児への肯定的態度、発

達障害児子育て不安、子どもへの好意、発

達障害児の子育て自信、発達障害の知識の

順に高く出た。それぞれの項目の平均値の

結果を図１に表記した。

２．半構造化面接

（１） 子どもへの好意

すべての調査協力者は「子どもは可愛

い。」「子どもの笑顔が好き。」「昔から子ど

もとかかわることが好きだった。」などと

子どもへの好意を語ってくれた。また子ど

もとのかかわり体験を尋ねたところ、約

５０％の調査協力者が経験していた。

反対に子どもの苦手なところがあるかを

尋ねたところ、すべての調査協力者は「子

どもの苦手なところもある。」と答えてく

れた。その内容は、「言うことを聞かない

子どもへの好意

育児への肯定感情

発達障害児を育てる自信

発達障害の知識

発達障害児子育て不安

4.47

4.93

3.4

3.13

4.67

0 1 2 3 4 5
図１ 質問紙の質問項目の平均値

－ 121－



ところが苦手。」「何を考えているか分から

ない。」「躾が出来ていない子どもが苦

手。」「スーパーでお母さんを困らせていた

りするところ。」などと語ってくれた。

（２） 育児への肯定感情

すべての調査協力者は子育てについて肯

定的な意見を述べていた。その内容として

は、「子どもを産めることは女性の特権で

あるから、子育てをしたい。」「結婚と出産

は絶対に通る道だと思う。」「結婚よりも子

どもを産みたい。」「子育てをしていないこ

とは考えられない。」などが挙げられた。

反対に、子育てにおいて不安なところを

尋ねると、８０％が「子育てにおいて不安な

ところがある。」と答えてくれた。「子育て

に正解はない。」や「健常児の子育ても大

変。」「人間関係が希薄。」といった意見が

多かった。しかし、子どもとの関わりの機

会が多かった調査協力者は、「愛情を与え

れば絶対にいい子に育つ。」「反抗期などの

難しい時期も一緒に乗り越えていきた

い。」と子育てにおいての不安は少ないよ

うであった。

またどんな子育てをしたいかと尋ねたと

ころ、「好きなことに全力で取り組めるよ

うな子どもにしたい。」「好きなことをさせ

たい。」といった意見が多かった。

（３） 発達障害児への子育て自信

約８０％の調査協力者は、発達障害児を育

てることに対して、自信は少しあるまた

は、どちらでもないと語ってくれた。その

理由は、「自分の子どもならば絶対に育て

たい。」「子育てを放棄することは絶対に考

えられない。」といった意見が多かった。

残りの約２０％の自信があまりないと語っ

てくれた調査協力者は、「普通の子育てで

も上手くいく自信がないのに、さらに障害

を持って産まれてくるとなると不安が倍に

なる。」「発達障害を抱える子どもは、普通

の子どもとどう違うのかわからない。」「普

通の子どもと同じように接したいけど、出

来るかどうかわからない。」と語ってくれ

た。

（４） 発達障害の知識

約７０％の調査協力者が発達障害につい

て、授業などで学習した経験があり、その

なかの約６０％が発達障害の知識がややある

と回答してくれた。残りの調査協力者は、

発達障害についての予備知識はほとんどな

く、メディアなどで視聴したことはあると

のことであった。

約７０％の予備知識のある調査協力者は、

授業や書籍を読むなどをして積極的に学ん

でいた調査協力者もいた。その理由を尋ね

てみると、「発達障害を抱える子どもが増

えているから。」といった意見が多かっ

た。予備知識がほとんどない調査協力者も

「発達障害を抱える子どもたちに対する興

味はある。」と述べていた。

また、発達障害についての授業を受けた

調査協力者は「授業で具体的な支援の仕方

を教えてもらったので、機会があれば活か

したい。」と述べていた。他にも、発達障

害を「病気」と判断している調査協力者も

いた。

（５） 発達障害児子育て不安

すべての調査協力者は発達障害を抱える

子どもを育てることについて不安があると

語ってくれた。発達障害についての予備知

識がある調査協力者は、「その子を親とし

て支えてあげられるか。「周囲の人からの

理解は得られるか。」「発達障害についての
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知識が全くない。」「学校でうまくやってい

けるのか。」「どのように躾けるのかわから

ない。」と語ってくれた。

発達障害についての予備知識がほとんど

ない調査協力者は、「想像がつかない。」

「不安でしかない。」「わからない。」「普通

の子どもにしか見えない。」といったこと

を語ってくれた。

またどの調査協力者も「周囲の人の理解

が得られるのだろうか。」や「周囲の目を

気にせずに子育てができるのか。」といっ

た周囲の人間関係に対する不安と、「疲れ

てしまわないか。」や「躾がきちんとでき

るのか。」といった母親としての自分に対

する不安を語ってくれた。

（６） 発達障害児に対するイメージ

予備知識のある調査協力者は「幅広いイ

メージ。」「叫ぶとか、落ち着きがないと

か、一つのことに秀でているイメージ。」

「全部が全部悪いというイメージはな

い。」「落ち着きのなさやこだわりは個性だ

と思う。」「親が死んだらどうなるのだろ

う。」「何事にもみんなよりも少し遅れてし

まう。」と語ってくれた。中でも落ち着き

のなさやこだわりといった障害の特徴につ

いての意見が多かった。

予備知識のほとんどない調査協力者は

「ちょっと変わった子。」「コミュニケーシ

ョンを取りづらくて、パニックを起こして

しまう。」「怖いイメージ。」「差別されてし

まうかも。」といった意見を語ってくれ

た。

また以前のイメージは、「近寄りがた

い。」「親の育て方で障害になると思ってい

た。」「変な人だと思った。」といったネガ

ティブなイメージと、「障害についてあま

り気にしていなかった。」「素直。」「個性

的。」といったポジティブなイメージは、

おおよそ半分に分かれた。

（７） 発達障害児との関わり（初等・中等

教育を含めて）

調査協力者の９割は、初等・中等教育の

時に、普通学級、特別支援学級ないしに発

達障害児がいたと語ってくれた。学校以外

にも、「友人のきょうだいに発達障害児が

いた。」「妹の友達のきょうだいが発達障害

を持っていた。」などという例もあった。

調査協力者の７０％は以前発達障害児と関

わったことがあり、初等・中等教育だけで

はなく、教育現場への実習などでも関わり

を持っていた。

また、初等・中等教育の時に学校の教員

から発達障害児についての説明はほとんど

なく、説明を受けた調査協力者は２０％であ

った。説明を受けた例では、クラス内のト

ラブルがきっかけとなっていた。

（８） 将来発達障害児の母親になったらそ

の子をどのように育てたいか

７０％の調査協力者は「本人の自由にやら

せてあげたい。絵が好きなら、絵をかかせ

てあげたい。」「こだわりが強いこともある

から、好きなことを好きなだけやらせてあ

げたい。」「その子が興味を持つことや主張

を優先してあげたい。」「障害を個性だと思

って、とにかく良さを伸ばしてあげた

い。」などといった子どもの長所や主体性

を伸ばしていきたいと語ってくれた。

また、６０％の調査協力者は「できれば、

普通級の学校でみんなと一緒にかかわらせ

たい。人とのコミュニケーションとか、集

団行動のルールとかをそこで学ばせた

い。」「普通の子どもとまではいかないけ
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ど、多少同じように育てたい。」「普通の学

校に入れて同世代の子どもと関わりを持っ

てほしい。」などといった障害の改善と考

えられることを語ってくれた。

他にも、「障害を持つということは、偏

見を持たれることは避けられないから、そ

の分愛情をかけて育てたい。」「きょうだい

がいたらその子たちにも助けてもらう。」

「苦手なところに寄り添いたい。」といっ

たことを語ってくれた。

（９） 感想

半構造化面接の最後に調査協力者に感想

を求めた。約８０％の調査協力者は「今まで

発達障害を持つ子どもの子育てについて考

えたことはなかった。」「授業以外で話すこ

とがなかった。」「発達障害についての自分

の考えが初めて分かった。」「もっと発達障

害について考えていくべきだと思った。」

「ずっと健常児が産まれてくるとばかり思

っていた。」などといったことを語ってく

れた。

その他は面接で上手く答えられなかった

ことに対する謝罪などがあった。

３．KJ法的分析

以上の半構造化面接をもとに、KJ法的

分析を行った。その結果、�発達障害児子
育て不安、�発達障害児の子育てへの期
待・子どもへの支援、�発達障害児へのイ
メージ、�子育てへの肯定的態度の４つに
分類することができた。分析結果の詳細

は、以下の表１～４のとおりである。

� 考察

結果から、すべての調査協力者は発達障

害児の子育てに対して不安を抱いているこ

とがわかり、また子育てに対しても肯定的

な感情を抱いていることが見受けられた。

そして、発達障害児への子育て不安のなか

で、もっとも意見が多くあったものが、母

親自身の不安と周囲に対する不安であっ

た。これらの点を踏まえ、考察をしたい。

１．発達障害児子育て不安と子どもへの好

表１ 発達障害児子育て不安

上位概念 中位概念 下位概念

発達障害児子育て不安

母親自身の不安
自分に自信を持って育てられるか
自分の感情をコントロールできるか

周囲への不安
社会とかかわっていけるか
周囲の目を気にせずに育てたい

受容への不安
周りの子どもとの差を受容できるか
障害を受容できるか
子どもに合わせることができるか

知識への不安
まったく知識がない
わからないことがありすぎる
支援機関がわからない

支援機関への不安
援助者の姿勢が心配
勉強についていけるか

教育への不安
先生の理解が得られるか
進級指導はどうするのか
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感・子育てへの憧れ

すべての調査協力者に「子育てをした

い。」「子どもは可愛い。」「円満な家庭にし

たい。」といった子どもや子育てに対して

の肯定的な姿勢が見られたが、発達障害児

を育てることに対しての不安も同じくらい

強く見られた。

またほとんどの調査協力者は将来子育て

をすることを考えているのだが、発達障害

児を育てることについて全く考えていない

表２ 発達障害児子育てへの期待と希望

上位概念 中位概念 下位概念

発達障害児子育てへの
期待・希望

子どもの主体性
自由にやりたいことをやらせたい
できるところを伸ばしたい
その子の主張を優先させたい

受容
自分の子どもならば育てたい
自分の子どもならばかわいい
自分の子どもならば受け入れられる

障害の改善
普通の子どもと同じことをさせてあげたい
普通の子どもたちと一緒に学んでほしい
普通の学校に入れてあげたい

子どもへのサポート
子どもの苦手なところに寄り添いたい
愛情を注いであげたい
周囲の人とのかかわりのなかで成長してほしい

周囲との協力
同世代の子どもとかかわってほしい
世の中に適応していってほしい

健康
健康であってほしい
元気でいいこに育ってほしい

表３ 発達障害児に対するイメージ

上位概念 中位概念 下位概念

発達障害児に対する
イメージ

ポジティブなイメージ
素直
個性的
面白い

ネガティブなイメージ
変わった子
みんなについていくことが難しい
騒がしい

表４ 子育てへの肯定的態度

上位概念 中位概念 下位概念

子育てへの肯定的態度

母親への憧れ
子どもを産めることは特権
子育てをしないことが考えられない

子どもへの好感
女性だからこそ出産したい
子どもは可愛い
子どもは癒される

関わりの経験
子どもの笑顔が好き
小さいころからきょうだいの世話をした
ボランティアでかかわった
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ということもわかった。そこで、子どもを

愛らしいと思う気持ち、子育てへの憧れが

強いからこそ発達障害児への子育て不安も

強くなっているのではないかと推論した。

では、子どもへの好感や子育てへの憧れ

は発達障害児を育てることの不安とどのよ

うに関係するのだろうか。調査協力者にと

って定型発達の子どもと発達障害児の間に

はどのような違いがあるのだろうか。

（１） 定型発達の子どもと発達障害を抱え

る子ども

� 調査協力者が思い描く子ども

「一つのことに一生懸命になれる子

ども。」「無邪気な子どもの声が好

き。」「子どものきれいな心に癒され

る。」「誰にでも接する無邪気ところが

とても可愛い。」「元気ないい子。」「反

抗期は不安だけど一緒に乗り超えた

い。」

� 調査協力者のイメージする発達障害児

「暴れてしまう。」「変わった子。」

「空気が読めない。」「意思疎通が難し

い。」「個性的。」「こだわりが強い。」

「一つのことに秀でている。」「電車で

騒ぐ。」「親が死んだらどうなるの

か。」「自分の子どもなら可愛い。」

以上の記述から、調査協力者にとっての

子どもと、発達障害児の差について考えて

みる。調査協力者の大体が思い描く子ども

（以下：定型発達の子ども）とは、元気で

素直で人懐っこく、よく笑い、友達と一緒

に学校へ行き、年相応に親に反抗し、人生

の課題をともに乗り越えていく存在ではな

いのかと考えた。

一方、発達障害を抱える子どもは、意思

の疎通やコミュニケーションが難しく、こ

ちらが１０働きかけても何も反応がないかも

しれない。友達と同じように学校へ行ける

のか、自分がいなくなったらその子は生き

ていけるかどうかわからないという存在で

あると感じた。

これらのことから、調査協力者の考えて

いる定型発達の子どもと発達障害を抱える

子どもの差は非常に大きいものであると思

えた。そして調査協力者は定型発達の子ど

もの子育てを思い描き、子育てへの意欲が

あるほど、発達障害を抱える子どもを育て

ることがどこか遠いものになってしまうの

ではないかと考えた。

その、発達障害児を育てることを自分と

は別の世界であると考えることから、Dro-

tar（１９７５）の「段解説」の第１段階のシ

ョックの心の状態やOlshansky（１９６２）の

「慢性的悲哀」における子どもの障害を絶

え間なく悲しみ続けている親の心理に繋が

るのではないかと推論した。

（２） 定型発達の子どもの子育てと発達障

害児の子育て

� 定型発達の子どもの子育て

「自分ができなかったことを子ども

にやらせてあげたい。」「勉強も遊びも

全力で取り組んでほしい。」「子どもの

成長を夫婦２人で見守りたい。」「愛情

があればいい子に育つ。」「好きなこと

をやらせてあげたい。」「何か１つのこ

とに全力で取り組めるような子どもに

なってほしい。」「応用力のある子ども
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に育てたい。」

� 発達障害児の子育て

「障害を持つことはどこかで弊害を

受けること。その分愛情を注ぎた

い。」「その子はもう病気だから、私が

強いメンタルを持つ。」「きょうだいに

もその子を守ってもらうように言

う。」「無理に普通の学校に行かせな

い。」「自分に自信を持って子育てをす

る。」「子育て放棄はしたくない。」「子

どもに好きなことをさせたい。」「障害

を個性だと思い、良さを伸ばした

い。」「普通の子どものように育てた

い。」「普通とまではいかなくても、同

じレベルまで育てたい。」

調査協力者のこのような語りから、定型

発達の子どもを育てるということは、子ど

もの健やかな成長を願うほか、「こんな風

に成長して欲しい。」「こんな人間になって

欲しい。」といった成長への期待や子ども

の成長をサポートしていきたいという姿勢

が見られた。加えて定型発達の子どもの子

育てを語る調査協力者の表情は、明るく嬉

しそうであった。

一方発達障害児の子育ては、周囲からの

弊害や障害を抱えることでの困難を想定

し、そのようなことから子どもを守るよう

な姿勢が見られた。加えて発達障害児の子

育てを語る調査協力者の表情は、うつむき

がちで言葉を詰まらせていた。また「守っ

てあげなくては。」「メンタル面でつぶれて

しまいそう。」といった語りから、調査協

力者は発達障害児を育てることに対して多

大な困難を感じていると思われた。そし

て、これは自身の人生が社会的にノーマテ

ィブでなくなるという、胎児の障害が明ら

かになった時の母親の不安に類似している

のではないかと仮定した。

調査協力者の語りから、定型発達の子ど

もを育てることは、子どもの成長に希望や

期待を抱くことに対し、発達障害児を育て

ることは、親のこれからの人生が大きく変

わってしまうのではないかという不安を抱

くことになると推論した。

（３） 発達障害児の子育て：普通の子ども

のように育てたい

調査協力者の６０％が「普通の子どものよ

うに育てたい。」「普通の学校に通い、普通

の子どもたちとの関わりを持ってほし

い。」と語っていた。また、そう語ってい

た調査協力者の大半は「子どもの出来るこ

とを伸ばしたい。」「子どもの好きなことを

させたい。」「自由にやりたいことをさせた

い。」と語っていた。

初めに「普通の子どものように育てた

い。」という意見を聞いたとき、発達障害

児に普通の子どもと同じことを願うことは

障害を受け入れるというよりは、障害の改

善を期待しているのではないかと感じた。

果たして、「普通の子どものように…。」と

いう期待は、子どもの障害の改善を期待す

るものなのだろうか。調査協力者は、発達

障害児の子育ての語りも定型発達の子ども

の子育ての語りでも「子どもに好きなこと

をさせてあげたい。」「自由に好きなことを

させたい。」といった語りが多かった。こ

の語りから、調査協力者にとっての「普通

の子どものように。」とは、子どもの主体

性や意見を尊重し、その子どもの強みを伸
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ばすことではないかと考え、発達障害児の

子育ても同様であるのではないかと推論し

た。

また、このような「子どものよさを伸ば

したい。」「子どもに好きなことをさせてあ

げたい。」という気持ちは、山根（２０１２）

による発達障害児をもつ母親における子ど

もの障害の意味づけの「成長・肯定型」に

類似していると思われた。その「成長・肯

定型」の特徴は、子どもの良さを見出すな

ど、障害特性を含めた子ども全人格に対し

て肯定的な側面を見出していることである

（山根、２０１２）。

これらの事項から、「普通の子どものよ

うに育てたい。」という気持ちは、障害の

改善というよりも、自分の子どもを障害の

有無問わず障害を含めてその子を愛し、育

てたいという思いなのではないかと考え

た。

２．発達障害児子育て不安：母親自身の不

安と周囲に対する不安

KJ法を参考にした分析により、もっと

も多く分類できたものが、「母親自身の不

安」と「周囲に対する不安」であった。こ

れから、これらのことを考察していきた

い。

（１） 母親自身の自身の不安

「自分に自信を持って育てられる

か。」「自分の育て方で変わってしまう

かも。」「どこかで間違えてしまうかも

しれない。」「子どもをきちんと支えて

あげられるか。」「反抗期など母親とし

て対応できるか。」「子育てという責任

が不安。」「甘やかしてしまうかもれな

い。」「発達障害児にどう起こっていい

のか。」「メンタル面でつぶれてしまい

そう。」

まず調査協力者はみな出産、育児の経験

がなく、ましては発達障害児を育てること

など考えたことがないという調査協力者が

大半であった。調査協力者にとっての定型

発達の子どもの子育ては、憧れも強くある

反面不安もあるとのことであった。

実際は、乳幼児を持つ母親の８割以上が

「疲れやストレスがたまりイライラする」

と答え、３割以上の母親は子どもをうまく

育てられないと答えるなど、多くの母親が

育児に困難を抱いている（園田、２０１２）。

この研究から、定型発達の子どもを育てる

母親自身も不安を感じていると考えられ

る。

またこのように母親自身の不安とは、子

どもと触れ合う時間が最も多いため、母親

の役割の重大さに対する不安ではないかと

考えた。それに加え、発達障害を抱える子

どもの子育てとなると、母親としての不安

がより一層大きくなるのではないかと感じ

た。

（２） 周囲への不安

「周囲からの偏見は免れない。」「相

談できる人が周りに欲しい。」「周囲の

目を気にしたくない。」「周囲の人は理

解してくれるのだろうか。」「母親一人

で不安を抱えてしまいそう。」「地域の

人間関係が希薄。」「社会とちゃんとか

かわっていけるのか。」

武藤ら（２００８）によって、発達障害児を

持つ母親は、周囲の理解がなくては子ども
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が社会で生きることが難しいと考えている

ということが分かった。また先行研究か

ら、家族や友人といった周囲の人からの理

解が得られることで母親の不安が軽減する

ということも分かった。その点からも、や

はり発達障害児を育てることにおいて、周

囲の理解は重要なものであるのだと推論で

きる。

また、現在は日常生活を送る場としての

地域社会で、負担感と孤立感を抱えながら

「つながりたいけれども、どうつながって

いいかわからない」まま育児を行っている

人もいる（杉野、２０１０）。定型発達の子ど

もの子育てでも周囲とのかかわりの不安を

感じるのであれば、発達障害児の子育てと

なると地域社会での差別や偏見といったこ

とが、その不安がより強くなるのではない

かと考えられる。加えて、調査協力者たち

は子育てを経験したことがないためより不

安を感じているのだろうと推論した。

（３） 周囲への不安―教育や支援期間―

調査協力者の語りのなかで教育や支援期

間への不安も見られた。その内容は教育現

場での実習で、教員が発達障害児に対して

の叱責が多かったといったものだった。そ

の調査協力者は、「先生といった支援者に

ももっと障害を理解してほしい。」と語っ

ていた。

また初等・中等教育で発達障害児とのか

かわりのあった調査協力者のなかでは、

「年齢が上がっていくにつれ、後ろめたく

なったのか学校にあまり来なくなった。」

「私を含めてみんな、その子（発達障害

児）とはかかわりたくなかった。」などと

語っていた。その調査協力者は、学校で子

どもはうまくやっていけるのかと語ってい

た。

これらのことから、教師や支援者、また

同級生といった教育現場での発達障害児と

のかかわりは、今後発達障害児を育てる親

の不安に少なからずとも繋がりがあるので

はないかと推論した。

３．早期の不安の明確化と障害受容

本研究の目的として、早い段階での不安

を明確にすることによりその後の障害受容

の手助けになることを挙げた。そのためこ

の調査を行うことによって、調査協力者の

発達障害児を育てることに対して気持ちの

変化はあったのかを考察したい。

（１） 半構造化面接を終えての調査協力者

の感想

「発達障害児のこと、授業以外で考

えたことがなかった。」「まさか自分が

発達障害を持つ子どもを育てることな

んてないと思っていたけれど、考えて

いかないといけないと思った。」「自分

が発達障害児に対してこんなことを考

えていたなんて、驚いた。」「今日こう

やって自分の子育てについて考えをま

とめることができてよかった。」「出生

前診断などからも、障害は自分に関係

ないものではない。考えていくことが

大切。」「今思えば、障害は身近なもの

になってきているから、親になったら

知識をつけなくては。」

調査協力者は始め、自身が発達障害児を

育てることについて考えたこともなかった

と語っていた。

しかし、この半構造化面接を通して発達

障害児を育てることについて考えることに
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よって、発達障害児を育てることが決して

自分とは無関係なものではないという問題

意識が芽生えたのではないかと考えられ

る。

このことから、早い段階で発達障害児の

子育てについて考えることで、その後の障

害受容への手助けになるのではないかと推

論した。

� まとめと今後の課題

１．まとめ

本研究の目的は、女子大生の発達障害児

子育て不安を明らかにすることであった。

そこで調査協力者である女子大生１５名か

ら、質問紙と半構造化面接による調査を行

った。

本研究のまとめは以下のとおりである。

� 子育てへの憧れが強いほど、発達障

害児への子育て不安が強くなる。それは、

調査協力者の定型発達の子どもや子育てと

発達障害児の子どもや子育てのイメージの

差が大きいことから示唆された。

� 調査協力者の「普通の子どものよう

に育てたい。」という気持ちは、子どもの

障害の改善というよりも、定型発達の子ど

もの子育てのように、子どものよさを見出

し、愛したいという期待であると推論でき

た。

� 青年期後期の発達障害児子育て不安

は、「母親自身の不安」と「周囲に対する

不安」が最も多いことが明らかになった。

「母親自身の不安」は、定型発達の子ど

もよりも、発達障害児は障害がある分、子

育てが難しくなることと、また母親という

役割の重さから生じるものだと考えられ

る。

「周囲に対する不安」は、調査協力者の

ほとんどは地域社会の関係の希薄さに不安

を感じていることが示され、かつ発達障害

児となると差別や偏見といった問題が生じ

る恐れがあるのではないかと考えられた。

また支援現場での支援者の態度も不安に関

係があることが推察された。

� 発達障害児の子育て不安についての半

構造化面接を受けることによって、調査協

力者は発達障害児を育てることに対する意

識の変化が見受けられた。

２．今後の課題

発達障害児子育て不安を明らかにするに

あたって、調査協力者の人数が少数であっ

たことと、調査協力者の全員が育児に対す

る肯定的感情を抱いていたため、結果に偏

りがあったことが考えられる。反対に育児

に対する肯定的感情を抱いていない調査協

力者では、異なった結果が出たのではない

かと示唆される。今後、いろいろなスタン

スの調査協力者を数多く集めての研究が必

要である。
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んさ）と当事者による対処戦略に関す

る研究．東京家政大学紀要，４８，７１―

７８．

芳賀彰子・久保千春（２００６）．注意欠陥／多

動性障害，広汎性発達障害児を持つ母

親の不安・うつに関する心身医学的検

討．心身医学，４６（１），７５―８６．

伊藤斉子・川崎千里・土田玲子・高原朗

子・吉玉桂子（２０００）．学習障害およ

びその周辺児を持つ母親の育児不安と

その影響要因に関する研究．長崎大学

医療技術短期大学部紀要，１９，１０９―

１２０．

黒木良和（１９９５）．出生前診断における遺

伝カウンセリング．医学の歩み，１７２

（８），５１６―５１９．

武藤葉子・池田友美・圓尾奈津美・郷間英

世（２００８）．軽度発達障害をもつ子の

母親の「わが子の障害」のとらえ方―

子育てについての「語り」を通し

て―．教育実践総合センター研究紀

要，１７，５９―６６．

村上真理・中込さと子・横尾京子（２００３）．

発達障害がある子どもと家族のケア；

助産師の立場から．小児看護，２６

（１２），１６５４―１６５８．

中田洋二郎（１９９５）．親の障害の認識と受

容に関する考察―受容の段階と慢性的

悲哀―．早稲田心理学年報，２７，８３―

９２．

中田洋二郎（２００９）．発達障害と家族支援

―家族にとっての障害とはなにか―．

学習研究社発行，p１４５．

沼澤聡子・菅野和恵（２０１０）．自閉症児を

育てる母親のストレスに関する研究．

筑波大学学校教育論集，３２，４１―５０．

坂爪一幸（２００９）．発達障害の増加と懸念

される原因についての考察．早稲田教

育評論，２６（１），２１―３２．

杉野聖子（２０１０）．子育て支援における地

域組織化活動―関係づくりを視点とし

た「子育て講座」の実践をとおし

て―．大妻女子大学人間関係学部紀

要，人間関係額研究，１２，６９―８４．

鈴村俊介（２０１２）．広汎性発達障害児の母

親が経験する育児ストレス児童の知的

水準との関連をめぐって．精神医学，

５４（１１），１１３５―１１４３．

園田菜摘（２０１２）．母親の育児不安に関す

る研究：サポート，子どもの気質，養

育行動との関連．横浜国立大学教育人

間科学部紀要，I，教育科学１４，４１―

４７．

山根隆弘（２０１２）．高機能広汎性発達障害

児・者をもつ母親における子どもの障

害の意味づけ：人生への意味づけと障

害の捉え方との関連．発達心理学研

究，２３（２），１４５―１５７．

横尾京子・百田由希子・倉光広子・三春範

夫・大濱紘三（２００２）．出生前診断へ

のニーズをもつ人々の不安に対する助

産婦の支援活動．周産期医学，３２

（１），４２―４６．

吉田弘道（２０１２）．育児不安研究の現状と

課題．専修人間科学論集，心理学篇，

２（１），１―８．
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